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外来受付時間・担当医師予定 ７/１～

日月 火 水 木 金
薛　陸景 直長康子

澤村一司

中尾友宣
渡部　亮
岩本康夫

武吉健児 沼田由紀夫

岩本康夫 富田　裕

土
長谷川朝穂　当番医（毎週）

須山　聡（隔週）
（児童思春期）

【米沢駅前クリニック】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30
専門外来 予約制
午前9:00～11:30

日月 火 水 木 金
川合厚子（内科） 川合厚子（内科） 川合厚子（内科）

川合厚子（専門外来）

川合厚子（専門外来）
土

【トータルヘルスクリニック】
午前8:30～11:30
内科 予約制
午後2:30～4:00

日月 火 水 木 金
竹内幸宏　遠藤雅俊
垂水良介（隔週）

長谷川朝穂　中尾友宣
遠藤雅俊
竹内幸宏
富田　裕

長谷川朝穂　御供正明

中尾友宣　御供正明

富田　裕
遠藤雅俊
中尾友宣
荒井亜佐美

竹内幸宏　荒井亜佐美
文 鐘玉（第1・3・5週）　直長康子（第2・4週）

富田　裕
垂水良介（隔週） 長谷川朝穂

土
【米沢こころの病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

中尾友宣（もの忘れ） 長谷川朝穂（依存症）

成重竜一郎
（児童思春期） 相良雄一郎（睡眠）月１回竹内幸宏（ストレス）富田　裕（うつ）

遠藤雅俊
（不安症・パニック障害）

日月 火 水 木 金 土
佐藤忠宏　沼田由紀夫

直長康子 澤村一司　渡部　亮 武吉健児　直長康子 沼田由紀夫　文　鍾玉 澤村一司　渡部　亮

武吉健児 岩本康夫 薛　陸景 薛　陸景岩本康夫

武吉健児（ひきこもり）

沼田由紀夫（アルコール） 澤村一司（もの忘れ）

岩本康夫（依存症）

【佐藤病院】

午前8:30～11:30

午前
8:30～11:30
午後
2:00～4:00

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

齋藤卓弥（隔週）（児童思春期）
須山　聡（隔週）（児童思春期）
薛　陸景（不安・恐怖症）

澤村一司（ストレス）
渡部　亮（発達障害）

日月 火 水 木 金

阿部詔子　長澤浩樹 阿部　淳
日向正光
長澤浩樹
國井寿樹

田中　武
石井玄樹
岡村未央

日向正光
奥山有里子
阿部詔子

石井玄樹 阿部　淳（第1・3・5週）
長澤浩樹　國井寿樹 阿部詔子

成重竜一郎
（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

田中　武（依存症）
岡村未央（児童思春期）

岡村未央
（児童思春期）

日向正光（うつ）
成重竜一郎（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

石井玄樹
（児童思春期)

阿部詔子（もの忘れ）
簡野宗明（児童思春期）
（第1・3週）

土
田中　武　
担当医（第1・3週）
國井寿樹（第2・4・5週）

【若宮病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

奥山有里子　
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・愛のある医療
・良識に基づいた医療
・公正、公平な医療

・良質な医療の提供につとめます
・患者さま、利用者さま中心の医療を行います
・地域に立脚した医療を行います
・安全で安心と満足の得られる医療を提供します
・保健、医療、福祉の幅広い視点に立って健康を考えます

日本医療機能評価認定病院

佐 藤 病 院

佐藤病院
0238-40-3170㈹

若宮病院
023-643-8222㈹

米沢こころの病院
0238-27-0506㈹

※各施設担当医師については変更になる場合もありますのでご確認ください。
※診療及び、各種お手続等に関するご相談・お問い合わせは以下の各病院、医療福祉相談室で受付けいたします。

contents
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03 シリーズDr ー 食欲・食事について
04 特集 ー 公徳会夏まつりのお知らせ
06 シリーズ健康 ー コグニサイズ
08 シリーズ公認心理師 ー無理のない産後と子育て
09 野球部活動報告
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シリーズDr.

　

食
欲
の
調
節
に
は
脳
の
視
床
下
部
に
あ

る
摂
食
中
枢
と
満
腹
中
枢
が
関
与
し
ま
す
。

胃
が
空
っ
ぽ
に
な
り
、
胃
が
キ
ュ
ー
っ
と

収
縮
し
、
お
腹
が
グ
ー
と
鳴
っ
た
ら
、
摂

食
中
枢
が
食
欲
を
増
や
し
ま
す
。
胃
が
食

べ
物
で
満
た
さ
れ
拡
張
し
た
り
、
食
べ
物

が
消
化
し
て
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃
度
が

高
く
な
る
時
は
、
満
腹
中
枢
が
摂
食
を
抑

え
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
細
胞
に
脂
肪
が
蓄

積
す
る
と
、「
レ
プ
チ
ン
」
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
視
床
下
部
に
あ
る
受
容
体
に
働
き

か
け
、
食
欲
を
抑
え
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
交
感
神
経
に
作
用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
促
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

動
物
は
食
べ
る
量
を
抑
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
過
剰
な
蓄
積
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

別
腹
は
厄
介
な
も
の
で
す
。
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
や
飲
み
会
の
後
の
ラ
ー
メ
ン
、
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
別
腹

は
、
脳
の
前
頭
連
合
野
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
前
頭
連
合
野
は
、
特
に
ヒ
ト
や
サ
ル

な
ど
の
霊
長
類
で
著
し
く
発
達
し
た
大
脳

皮
質
の
部
分
で
、
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
行
動
を
変
え
る
な
ど
の
行
動
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に

は
摂
食
中
枢
の
制
御
も
行
っ
て
い
ま
す
。

前
頭
連
合
野
は
空
腹
状
態
で
は
あ
ま
り
働

き
ま
せ
ん
が
、
満
腹
後
の
食
事
、
す
な
わ

ち
別
腹
に
関
し
て
は
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
前
頭
連
合
野
が
「
オ
レ
キ
シ
ン
」

と
い
う
摂
食
促
進
物
質
を
介
し
摂
食
中
枢

に
指
令
を
出
し
、
胃
を
拡
張
さ
せ
＝
別
腹

を
作
り
ま
す
。
視
覚
的
刺
激
に
よ
っ
て
も

前
頭
連
合
野
か
ら
の
指
令
で
別
腹
が
作
ら

れ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
お
り
、
満
腹
時
に

は
好
物
を
見
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
し
ょ
う
。

　
「
や
め
ら
れ
な
い
、
と
ま
ら
な
い…

」

と
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
食
べ
す
ぎ
て
し
ま

う
、
こ
の
状
態
は
「
ド
パ
ミ
ン
」
の
作
用

で
す
。
い
わ
ゆ
る
報
酬
系
の
問
題
で
、
他

の
依
存
の
状
態
と
同
じ
作
用
で
す
。
や
み

つ
き
に
な
る
食
べ
物
は
、
あ
る
程
度
の
量

で
我
慢
し
、
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
隠

す
な
ど
、
物
理
的
に
環
境
を
作
る
こ
と
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

以
上
を
理
解
し
、
健
康
的
な
食
事
を
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

食
欲
・
食
事
に
つ
い
て　
〜
第
２
回
〜

若
宮
病
院　
医
師　
石
井　
玄
樹

食
欲
の
調
整
▽

　

摂
食
中
枢
と
満
腹
中
枢

別
腹
と
は
▽

　

前
頭
連
合
野
と
オ
レ
キ
シ
ン

や
み
つ
き
▽

　

ド
パ
ミ
ン
報
酬
系

特集
　

７
月
１
日
は
公
徳
会
の
創
立
記
念
日

で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
土
曜
日
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
７
月
３
日
㈪
に
44
周
年

の
記
念
式
典
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
永
年
勤
続
者
の
表
彰
も
執
り
行

わ
れ
、
今
年
度
受
賞
者
は
勤
続
10
年
22

名
、
20
年
14
名
、
30
年
７
名
、
計
43
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
よ
り
44
周
年
を
迎
え
て

の
式
辞
と
受
賞
者
代
表
に
対
し
て
長
年

の
勤
務
へ
の
労
い
が
述
べ
ら
れ
、
併
せ

て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
勤
続
30
年
を
迎
え

た
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
勤
務
の
牧
野
直

樹
さ
ん
よ
り
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
44
回
目
の
創
立
を
迎
え
ま

し
た
。
44
年
と

い
う
と
ピ
ン
と

こ
な
い
の
で
す

が
、
い
つ
の
間

に
か
と
い
う
か
、

あ
っ
と
い
う
間

と
い
う
か
44
年

経
ち
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
も
自
分
史
含
め
、

色
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
に
げ
な
く

過
ぎ
て
い
く
日
常
を
こ
う
い
う
機
会
に
振

り
返
っ
て
み
る
事
も
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
か
を
考
え
る
機
会
に
す
る
事
で
す
。

　

法
人
に
と
っ
て
も
今
後
ど
う
な
る
か
、

ど
う
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
で
い
じ
め
ら
れ
た
あ
と
、
医

療
、
福
祉
は
ど
う
変
化
す
る
か
、
公
徳
会

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
力
を
合
わ
せ
て
困
難
に
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
45

年
、
そ
し
て
50
年
に
向
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

本
日
は
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

永
年
勤
続
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
日
、
公
徳
会
創
立
44
周
年
記
念
式
典

の
晴
れ
や
か
な
場
で
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
こ
と
を
本
当
に
う

れ
し
く
、感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

理
事
長
先
生
の
常
に
前
に
進
む
姿
勢
に

つ
い
て
い
く
事
の
積
み
重
ね
が
、
気
づ
け

ば
30
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
う

ま
く
い
か
な
い
事
の
方
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
い
つ
も
精
一
杯
に
や
り
と
げ
よ
う
と

し
た
事
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
喜
び
や
充
実

感
だ
け
は
し
っ
か
り
と
つ
か
む
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
公
徳

会
の
発
展
を
見
る
た
び
に
、
頑
張
っ
て
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
最
後

に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
・
同

僚
・
仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
精
一
杯
の
努
力
を
続
け
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ

ま
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

公
徳
会
創
立
44
周
年

記
念
式
典

今
回
は
食
欲
・
食
事
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

1
原
材
料

2
燃
　
料

3
刺
　
激

4
潤
滑
油

5
節
　
目

6
楽
し
み

日
々
必
要
な
材
料
を
体
外
か
ら

補
給
す
る
必
要

ヒ
ト
が
筋
肉
を
動
か
す
と
き
、

筋
肉
の
細
胞
の
中
で
は
、酸
素

を
使
っ
て〝
燃
料
〞を
燃
や
す
こ

と
に
よ
り
、瞬
間
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
産
生

体
内
で
の
化
学
反
応
、物
質
の

輸
送
、調
節
機
構
が
潤
滑
に
は

た
ら
く
た
め
に
、必
須
ア
ミ
ノ

酸
、必
須
脂
肪
酸
、ビ
タ
ミ
ン
類

な
ど

消
化
管
に
食
物
が
入
る
こ
と
が

刺
激
と
な
り
、消
化
管
運
動
、吸

収
、合
成
、分
解
、排
泄
な
ど
生

理
機
能
の
開
始
を
促
す
役
割

高
等
動
物
と
し
て
の
ヒ
ト
に

と
っ
て
３
度
の
食
事
は
、生
物
と

し
て
の
正
常
な
体
内
リ
ズ
ム
だ

け
で
な
く
、時
間
感
覚
、社
会
性

の
維
持
の
観
点
か
ら
、１
日
の

活
動
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
大

切
な
役
割

１
人
静
か
に
大
好
き
な
味
や
香

り
を
堪
能
し
、大
切
な
人
た
ち

と
楽
し
い
時
を
過
ご
す
な
ど
、

豊
か
な
食
卓
は
自
律
神
経
系
の

安
定
化
を
も
た
ら
す
役
割

ヒトはなぜ食べるのか

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す

理
事
長
挨
拶

受
賞
者
代
表

海
和
美
由
紀

髙
橋　
美
月

安
孫
子
直
美

菅
野　

亮

住
吉　
淳
子

牧
野　
直
樹

横
澤　
圭
子

若
宮
病
院　
第
２
病
棟

若
宮
病
院　
作
業
療
法
室

佐
藤
病
院　
栄
養
科

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
第
２
病
棟

地
域
生
活
支
援
部　
く
ぬ
ぎ
荘

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
医
療
福
祉
相
談
室

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

30年表彰者（７名）
山
口
由
起
子

加
藤　
　
誠

小
関　
智
美

小
林　
幸
子

佐
藤　
香
織

佐
藤　
光
昭

色
摩　
繁
康

鈴
木　
　
真

近
嵐　
理
恵

手
塚　
文
之

森　
　
重
樹

吉
野　
直
樹

五
十
嵐
淳
一

山
田
穂
波
美

経
営
管
理
部　
人
事
課
付

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

佐
藤
病
院　
栄
養
科

佐
藤
病
院　
事
務
部

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

南
陽
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

南
陽
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

佐
藤
病
院　
第
２
病
棟

経
営
企
画
部　
企
画
課

若
宮
病
院　
事
務
部

若
宮
病
院　
第
１
病
棟

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
看
護
介
護
科

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
看
護
介
護
科

20年表彰者（14名）
梅
津
真
理
子

髙
橋　
有
花

二
階
堂
ミ
キ

関
野　
樹
里

吉
田　
　
務

結
城　
春
美

斎
藤　
和
泉

中
塚　
将
哉

齋
藤　
玄
一

佐
藤　
　
航

松
谷
美
和
子

上
野　
　
遥

大
泉　
真
央

塩
崎　
紘
平

髙
橋　
澪
央

丹
野　
紘
人

古
澤　
浩
希

八
鍬　
智
久

吉
田　
　
謙

久
保
田
良
介

渡
邊　
裕
也

伊
藤　
秀
平

経
営
管
理
部　
人
事
課
付

経
営
管
理
部　
総
務
課　
保
育
所

介
護
福
祉
部　
ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒　
看
護
介
護
科

佐
藤
病
院　
第
１
病
棟

米
沢
駅
前
ク
リ
ニッ
ク　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

若
宮
病
院　
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
科

佐
藤
病
院　
栄
養
科

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
支
援
相
談
部

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
薬
剤
科

若
宮
病
院　
栄
養
科

若
宮
病
院　
栄
養
科

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
看
護
介
護
科

介
護
福
祉
部　
ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒　
事
務
部

若
宮
病
院　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

佐
藤
病
院　
第
２
病
棟

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニッ
ク　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

若
宮
病
院　
事
務
部

地
域
生
活
支
援
部　
く
ぬ
ぎ
荘

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
第
１
病
棟

佐
藤
病
院　
検
査
科

佐
藤
病
院　
第
１
病
棟

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
福
祉
用
レ
ン
タ
ル

10年表彰者（22名） 令
和
５
年
度　
永
年
勤
続
表
彰
対
象
者
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シリーズDr.

　

食
欲
の
調
節
に
は
脳
の
視
床
下
部
に
あ

る
摂
食
中
枢
と
満
腹
中
枢
が
関
与
し
ま
す
。

胃
が
空
っ
ぽ
に
な
り
、
胃
が
キ
ュ
ー
っ
と

収
縮
し
、
お
腹
が
グ
ー
と
鳴
っ
た
ら
、
摂

食
中
枢
が
食
欲
を
増
や
し
ま
す
。
胃
が
食

べ
物
で
満
た
さ
れ
拡
張
し
た
り
、
食
べ
物

が
消
化
し
て
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
濃
度
が

高
く
な
る
時
は
、
満
腹
中
枢
が
摂
食
を
抑

え
ま
す
。
ま
た
、
脂
肪
細
胞
に
脂
肪
が
蓄

積
す
る
と
、「
レ
プ
チ
ン
」
と
い
う
ホ
ル

モ
ン
が
視
床
下
部
に
あ
る
受
容
体
に
働
き

か
け
、
食
欲
を
抑
え
ま
す
。
そ
れ
と
同
時

に
交
感
神
経
に
作
用
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
を
促
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

動
物
は
食
べ
る
量
を
抑
え
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
過
剰
な
蓄
積
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

別
腹
は
厄
介
な
も
の
で
す
。
食
後
の
デ

ザ
ー
ト
や
飲
み
会
の
後
の
ラ
ー
メ
ン
、
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
別
腹

は
、
脳
の
前
頭
連
合
野
が
関
係
し
て
い
ま

す
。
前
頭
連
合
野
は
、
特
に
ヒ
ト
や
サ
ル

な
ど
の
霊
長
類
で
著
し
く
発
達
し
た
大
脳

皮
質
の
部
分
で
、
状
況
の
変
化
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
行
動
を
変
え
る
な
ど
の
行
動
に

お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に

は
摂
食
中
枢
の
制
御
も
行
っ
て
い
ま
す
。

前
頭
連
合
野
は
空
腹
状
態
で
は
あ
ま
り
働

き
ま
せ
ん
が
、
満
腹
後
の
食
事
、
す
な
わ

ち
別
腹
に
関
し
て
は
重
要
な
役
割
を
担
い

ま
す
。
前
頭
連
合
野
が
「
オ
レ
キ
シ
ン
」

と
い
う
摂
食
促
進
物
質
を
介
し
摂
食
中
枢

に
指
令
を
出
し
、
胃
を
拡
張
さ
せ
＝
別
腹

を
作
り
ま
す
。
視
覚
的
刺
激
に
よ
っ
て
も

前
頭
連
合
野
か
ら
の
指
令
で
別
腹
が
作
ら

れ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
お
り
、
満
腹
時
に

は
好
物
を
見
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大

事
で
し
ょ
う
。

　
「
や
め
ら
れ
な
い
、
と
ま
ら
な
い…

」

と
、
ス
ナ
ッ
ク
菓
子
を
食
べ
す
ぎ
て
し
ま

う
、
こ
の
状
態
は
「
ド
パ
ミ
ン
」
の
作
用

で
す
。
い
わ
ゆ
る
報
酬
系
の
問
題
で
、
他

の
依
存
の
状
態
と
同
じ
作
用
で
す
。
や
み

つ
き
に
な
る
食
べ
物
は
、
あ
る
程
度
の
量

で
我
慢
し
、
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
隠

す
な
ど
、
物
理
的
に
環
境
を
作
る
こ
と
が

よ
い
で
し
ょ
う
。

　

以
上
を
理
解
し
、
健
康
的
な
食
事
を
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

食
欲
・
食
事
に
つ
い
て　
〜
第
２
回
〜

若
宮
病
院　
医
師　
石
井　
玄
樹

食
欲
の
調
整
▽

　

摂
食
中
枢
と
満
腹
中
枢

別
腹
と
は
▽

　

前
頭
連
合
野
と
オ
レ
キ
シ
ン

や
み
つ
き
▽

　

ド
パ
ミ
ン
報
酬
系

特集
　

７
月
１
日
は
公
徳
会
の
創
立
記
念
日

で
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
土
曜
日
だ
っ

た
事
も
あ
り
、
７
月
３
日
㈪
に
44
周
年

の
記
念
式
典
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
式

典
で
は
永
年
勤
続
者
の
表
彰
も
執
り
行

わ
れ
、
今
年
度
受
賞
者
は
勤
続
10
年
22

名
、
20
年
14
名
、
30
年
７
名
、
計
43
名

と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
理
事
長
よ
り
44
周
年
を
迎
え
て

の
式
辞
と
受
賞
者
代
表
に
対
し
て
長
年

の
勤
務
へ
の
労
い
が
述
べ
ら
れ
、
併
せ

て
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
勤
続
30
年
を
迎
え

た
米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院
勤
務
の
牧
野
直

樹
さ
ん
よ
り
御
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
度
で
44
回
目
の
創
立
を
迎
え
ま

し
た
。
44
年
と

い
う
と
ピ
ン
と

こ
な
い
の
で
す

が
、
い
つ
の
間

に
か
と
い
う
か
、

あ
っ
と
い
う
間

と
い
う
か
44
年

経
ち
ま
し
た
。

振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
様
々
な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
お
集
ま
り
の
皆
さ
ん
も
自
分
史
含
め
、

色
々
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
な
に
げ
な
く

過
ぎ
て
い
く
日
常
を
こ
う
い
う
機
会
に
振

り
返
っ
て
み
る
事
も
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
同
時
に
こ
れ
か
ら
ど

う
す
る
か
を
考
え
る
機
会
に
す
る
事
で
す
。

　

法
人
に
と
っ
て
も
今
後
ど
う
な
る
か
、

ど
う
す
る
か
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
コ
ロ
ナ
で
い
じ
め
ら
れ
た
あ
と
、
医

療
、
福
祉
は
ど
う
変
化
す
る
か
、
公
徳
会

は
ど
う
す
れ
ば
良
い
か
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
、
力
を
合
わ
せ
て
困
難
に
立
ち
向
か

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
45

年
、
そ
し
て
50
年
に
向
け
て
頑
張
り
ま

し
ょ
う
。

　

本
日
は
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ま
し
て
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

永
年
勤
続
者
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
日
、
公
徳
会
創
立
44
周
年
記
念
式
典

の
晴
れ
や
か
な
場
で
、
こ
の
よ
う
に
盛
大

に
表
彰
を
受
け
ま
し
た
こ
と
を
本
当
に
う

れ
し
く
、感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。

　

理
事
長
先
生
の
常
に
前
に
進
む
姿
勢
に

つ
い
て
い
く
事
の
積
み
重
ね
が
、
気
づ
け

ば
30
年
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
う

ま
く
い
か
な
い
事
の
方
が
多
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
た
だ
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
仕

事
を
い
つ
も
精
一
杯
に
や
り
と
げ
よ
う
と

し
た
事
で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
喜
び
や
充
実

感
だ
け
は
し
っ
か
り
と
つ
か
む
こ
と
が
で

き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日
の
公
徳

会
の
発
展
を
見
る
た
び
に
、
頑
張
っ
て
き

て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。
最
後

に
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
家
族
・
同

僚
・
仲
間
に
感
謝
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
精
一
杯
の
努
力
を
続
け
る
こ

と
を
誓
い
ま
し
て
、
お
礼
の
言
葉
に
か
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
皆
さ

ま
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

公
徳
会
創
立
44
周
年

記
念
式
典

今
回
は
食
欲
・
食
事
に
つ
い
て
勉
強
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

1
原
材
料

2
燃
　
料

3
刺
　
激

4
潤
滑
油

5
節
　
目

6
楽
し
み

日
々
必
要
な
材
料
を
体
外
か
ら

補
給
す
る
必
要

ヒ
ト
が
筋
肉
を
動
か
す
と
き
、

筋
肉
の
細
胞
の
中
で
は
、酸
素

を
使
っ
て〝
燃
料
〞を
燃
や
す
こ

と
に
よ
り
、瞬
間
的
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
産
生

体
内
で
の
化
学
反
応
、物
質
の

輸
送
、調
節
機
構
が
潤
滑
に
は

た
ら
く
た
め
に
、必
須
ア
ミ
ノ

酸
、必
須
脂
肪
酸
、ビ
タ
ミ
ン
類

な
ど

消
化
管
に
食
物
が
入
る
こ
と
が

刺
激
と
な
り
、消
化
管
運
動
、吸

収
、合
成
、分
解
、排
泄
な
ど
生

理
機
能
の
開
始
を
促
す
役
割

高
等
動
物
と
し
て
の
ヒ
ト
に

と
っ
て
３
度
の
食
事
は
、生
物
と

し
て
の
正
常
な
体
内
リ
ズ
ム
だ

け
で
な
く
、時
間
感
覚
、社
会
性

の
維
持
の
観
点
か
ら
、１
日
の

活
動
に
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
大

切
な
役
割

１
人
静
か
に
大
好
き
な
味
や
香

り
を
堪
能
し
、大
切
な
人
た
ち

と
楽
し
い
時
を
過
ご
す
な
ど
、

豊
か
な
食
卓
は
自
律
神
経
系
の

安
定
化
を
も
た
ら
す
役
割

ヒトはなぜ食べるのか

以
上
の
よ
う
な
考
え
方
が
あ
り
ま
す

理
事
長
挨
拶

受
賞
者
代
表

海
和
美
由
紀

髙
橋　
美
月

安
孫
子
直
美

菅
野　

亮

住
吉　
淳
子

牧
野　
直
樹

横
澤　
圭
子

若
宮
病
院　
第
２
病
棟

若
宮
病
院　
作
業
療
法
室

佐
藤
病
院　
栄
養
科

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
第
２
病
棟

地
域
生
活
支
援
部　
く
ぬ
ぎ
荘

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
医
療
福
祉
相
談
室

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

30年表彰者（７名）
山
口
由
起
子

加
藤　
　
誠

小
関　
智
美

小
林　
幸
子

佐
藤　
香
織

佐
藤　
光
昭

色
摩　
繁
康

鈴
木　
　
真

近
嵐　
理
恵

手
塚　
文
之

森　
　
重
樹

吉
野　
直
樹

五
十
嵐
淳
一

山
田
穂
波
美

経
営
管
理
部　
人
事
課
付

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

佐
藤
病
院　
栄
養
科

佐
藤
病
院　
事
務
部

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
福
祉
用
具
レ
ン
タ
ル

南
陽
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

南
陽
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

佐
藤
病
院　
第
２
病
棟

経
営
企
画
部　
企
画
課

若
宮
病
院　
事
務
部

若
宮
病
院　
第
１
病
棟

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
看
護
介
護
科

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
看
護
介
護
科

20年表彰者（14名）
梅
津
真
理
子

髙
橋　
有
花

二
階
堂
ミ
キ

関
野　
樹
里

吉
田　
　
務

結
城　
春
美

斎
藤　
和
泉

中
塚　
将
哉

齋
藤　
玄
一

佐
藤　
　
航

松
谷
美
和
子

上
野　
　
遥

大
泉　
真
央

塩
崎　
紘
平

髙
橋　
澪
央

丹
野　
紘
人

古
澤　
浩
希

八
鍬　
智
久

吉
田　
　
謙

久
保
田
良
介

渡
邊　
裕
也

伊
藤　
秀
平

経
営
管
理
部　
人
事
課
付

経
営
管
理
部　
総
務
課　
保
育
所

介
護
福
祉
部　
ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒　
看
護
介
護
科

佐
藤
病
院　
第
１
病
棟

米
沢
駅
前
ク
リ
ニッ
ク　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

若
宮
病
院　
認
知
症
デ
イ
ケ
ア
科

佐
藤
病
院　
栄
養
科

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
支
援
相
談
部

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
薬
剤
科

若
宮
病
院　
栄
養
科

若
宮
病
院　
栄
養
科

介
護
福
祉
部　
ド
ミ
ー
ル
南
陽　
看
護
介
護
科

介
護
福
祉
部　
ヒ
ル
サ
イ
ド
羽
黒　
事
務
部

若
宮
病
院　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

佐
藤
病
院　
第
２
病
棟

ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
ク
リ
ニッ
ク　
精
神
科
デ
イ
ケ
ア
科

若
宮
病
院　
事
務
部

地
域
生
活
支
援
部　
く
ぬ
ぎ
荘

米
沢
こ
こ
ろ
の
病
院　
第
１
病
棟

佐
藤
病
院　
検
査
科

佐
藤
病
院　
第
１
病
棟

介
護
福
祉
部　
ほ
の
ぼ
の
福
祉
用
レ
ン
タ
ル

10年表彰者（22名） 令
和
５
年
度　
永
年
勤
続
表
彰
対
象
者



05ーkoutoku

　
「
公
徳
会
夏
祭
り
」
は
南
陽
市
の
夏
の
夜
空
を

彩
る
大
花
火
大
会
を
含
む
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
今

年
で
38
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
今
年

度
は
過
去
最
高
の
３
０
０
０
発
の
花
火
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

　

当
法
人
は
地
域
の
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
の
お
か

げ
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
心
か
ら
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
患
者
さ
ま
、
ご
利
用
者
さ
ま
、
ご
家

族
様
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
に
お
楽
し
み
い
た
だ

け
る
よ
う
、
職
員
一
同
夏
祭
り
の
成
功
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
夏
祭

り
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
心

よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
38
回

「
公
徳
会
夏
ま
つ
り
」
の
お
知
ら
せ

四
年
越
し
の
想
い

koutokuー04

ステージ 金券売場

屋台・模擬店 全19店

夏まつり会場配置図

バザー・パンのみ
現金販売となります。

外来棟

金券売場 アトラクション

フライドポテト

パン

わくわくおもちゃ

バザー

ワッフル

クレープ

チュロス

かき氷

やきとりやきとり焼きそばうどん焼きそばフランク
フルト

ジ
ュ
ー
ス

射
的

く
じおもちゃ引き

本
部・来
賓
席

水ヨーヨー

N

飲食屋台13店
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健康運動士による認知症予防運動
シリーズ 健 康

課題の途中での変更は非常に難しいため、
最初から「かかと上げ」や「つま先上げ」など
歩行と違った動作にしてもＯＫです。

⑤までの動作で…
「足踏みを11からかかと上げに変更」してみましょう。

←「15」の時のイメージです。
右手は３の倍数なので「チョキ」、左手は５の倍数なので「パー」、
足は「かかと上げ」になっており、動作は複数ありますが、
同時に出来るようになっております。

倍数課題（★★） ❹

チャレンジ課題（★★★★★）❻

②と同様、足踏みしながら
「4文字限定のしりとり」を行いましょう。
3文字以下や5文字以上のものは×となりますので、
文字数をカウントしながら行いましょう。

しりとり（★★）❸
足踏みが止まらないように意識しながら行いましょう。

５文字限定、６文字以上など文字数の
多いものにもチャレンジしてみましょう。

その場で足踏みしながら「しりとり」をしましょう。
無理せず、出来る範囲で腕も振りましょう。
最初は「あ」から始まる単語や物の名前などからスタートし、
10個言えるまで行いましょう。

しりとり（★） ❷

椅子に浅く腰掛け、
楽な姿勢で行いましょう。

基本姿勢❶
④の動作に「7」の倍数で左手をグーにすることを追加しましょう。
その場で足踏みしながら1～30まで数え、
　　　　　「３の倍数で右手をチョキ」
　　　　　「５の倍数で左手をパー」
　　　　　「７の倍数で左手をグー」　を同時に行いましょう。

リズムがバラバラにならないように、
足踏みのタイミングに合わせて手を上げましょう。
カウントを10まで、20までと区切ってもＯＫです。

倍数課題（★★★★）❺

　公徳会では南陽市、高畠町の一般介護予防事業として「認知症予防教室」事業を「コグニサイズ」で受
託しております。
　コグニサイズは国立長寿医療研究センターがつくりだした造語です。コグニの部分はcognition（コグニ
ション＝認知）を指します。そしてサイズはexercise（エクササイズ＝運動）から取っています。これらを
掛け合わせた造語です。
　具体的には、認知課題（頭を使った課題）と運動課題（体を使った課題）を両方同時に行うことによっ
て、心身の機能を効率的に上げていくプログラムになっています。
　ひとりでも十分効果的な運動になり、あるいは複数の方々でやると、より楽しみながら運動する事がで
きます。今回は「コグニサイズ」で実際に取り入れている運動の一部をご紹介いたします。

自分の体調に合わせて、
１日の運動時間を決め、
少しの時間でもできるだけ
毎日行うことをお勧めします。

チャレンジ
（★★★）

その場で足踏みしながら1～30までの数字を数え、同時に
次の動作を行ってみましょう。

●最初に「3」の倍数で右手をチョキにしましょう。
●次に「5」の倍数で左手をパーにしましょう。
●最後に「3」と「5」の倍数課題を同時行ってみましょう。
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佐藤病院野球部活動報告
　日頃より公徳会佐藤病院野球部の活動にご理解・ご指導をいただ
きまして心より感謝申し上げます。
　令和５年度の最初の大会である山形県軟式野球クラス別選手権大
会（Ａクラス）が山形県野球場にて開催されました。公式戦初戦と
いうことで、試合前は緊張も見られ、序盤から苦しい試合展開とな
りましたが、ベテラン勢の粘り強さ、若手選手の全力プレーで大会
11連覇を達成することができました。

　７月１日～７月２日に開催された特別国民体育大会兼第50回東北総合体育大会山形県予選会に公徳会佐藤
病院野球部が出場致しました。１回戦を大差で勝利し、翌日の準決勝・決勝では、１点差の緊迫した試合展
開となりましたが、投手陣を中心に粘り強く守り抜き、大会10連覇を達成致しました。10月に開催される特
別国民体育大会燃ゆる感動かごしま国体への出場権を掛け、８月の第50回東北総合体育大会に山形県代表と
して出場致します。

　

一
つ
の
命
が
誕
生
す
る
ま
で
、
本
当
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

母
子
と
も
に
無
事
に
出
産
を
終
え
る
こ
と
、

そ
れ
は
神
秘
的
で
も
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
回
は
、
出
産
・
子
育
て
に
ま
つ
わ
る
心

情
や
生
活
の
し
や
す
さ
に
む
け
て
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

出
産
を
無
事
に
終
え
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
始
ま
る
と
、
急
に
〝
親
〞
と
い
う
代

名
詞
が
加
わ
り
ま
す
。
出
産
後
す
ぐ
は
、

自
由
の
な
さ
、
絶
え
間
な
い
緊
張
感
、
睡

眠
時
間
の
減
少
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
な
疎
外
感
な
ど
、
大
き
な
環
境
の

変
化
に
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
二

子
以
降
で
あ
れ
ば
、
他
の
子
ど
も
の
世
話

も
あ
る
し
、
精
神
面
で
の
配
慮
に
奮
闘
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

や
る
べ
き
タ
ス
ク
は
盛
り
だ
く
さ
ん
、

さ
ら
に
、
出
産
を
終
え
た
母
体
の
心
身
は

大
き
く
変
化
し
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
乱
れ
で
様
々
な
不
調
が
生
じ
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
も
感
じ
や
す
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
親
と
し
て
の

役
目
も
あ
る
の
で
自
分
の
こ
と
は
後
回
し

に
、
無
理
を
し
て
で
も
日
々
の
生
活
を
こ

な
さ
ざ
る
を
え
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
周
り
の
方
は
、
お
母
さ

ん
が
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
や
す
い
と

頭
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　

ま
ず
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
環
境
、

し
っ
か
り
と
休
息
を
と
る
こ
と
を
意
識
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
と
の
交
流
や
社
会

と
の
繋
が
り
は
、
視
野
が
広
が
り
孤
独
感

や
不
安
感
の
減
少
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
煩
わ
し
い

な
と
感
じ
る
時
は
無
理
し
な
い
こ
と
も
大

事
な
こ
と
で
す
。

　

出
産
し
て
間
も
な
い
体
は
、〝
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
い
こ
と
は
自
然
で

あ
る
〞
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え

で
、
自
身
の
心
と
体
の
状
態
を
敏
感
に
感

じ
取
る
こ
と
、
自
分
の
中
の
ど
の
よ
う
な

感
情
も
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
半
が
や
が
て
落
ち
着
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
と
の
生
活
を
心
か
ら
楽

し
め
な
い
な
ど
の
心
の
状
態
が
長
く
続
く
、

睡
眠
や
食
事
が
と
れ
な
い
な
ど
日
常
生
活

に
影
響
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
談
機
関
や

専
門
家
に
相
談
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

命
を
守
り
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
人

と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る
貴
重
な
体
験

だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
無
理
の

な
い
範
囲
で
家
族
み
ん
な
の
過
ご
し
や
す

さ
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り

笑
顔
の
連
鎖
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

無
理
の
な
い
産
後
と
子
育
て
〜
笑
顔
の
連
鎖
を
目
指
し
て
〜

若
宮
病
院
　
検
査
科

公
認
心
理
師
／
臨
床
心
理
士
　
村
山
　
結

シリーズ 心 理 師公認
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お
願
い
し
た
い
内
容
を
具
体
的
に

　
伝
え
る
。

●
休
む
時
間
帯
を
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム

　
に
組
み
込
む
。

●
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
や
場
所
な
ど

　
を
見
つ
け
る
。

無
理
の
な
い
育
児
に
む
け
た

工
夫
の
例

他
に
も

ど
ん
な
工
夫
が
あ
る
か

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
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佐藤病院野球部活動報告
　日頃より公徳会佐藤病院野球部の活動にご理解・ご指導をいただ
きまして心より感謝申し上げます。
　令和５年度の最初の大会である山形県軟式野球クラス別選手権大
会（Ａクラス）が山形県野球場にて開催されました。公式戦初戦と
いうことで、試合前は緊張も見られ、序盤から苦しい試合展開とな
りましたが、ベテラン勢の粘り強さ、若手選手の全力プレーで大会
11連覇を達成することができました。

　７月１日～７月２日に開催された特別国民体育大会兼第50回東北総合体育大会山形県予選会に公徳会佐藤
病院野球部が出場致しました。１回戦を大差で勝利し、翌日の準決勝・決勝では、１点差の緊迫した試合展
開となりましたが、投手陣を中心に粘り強く守り抜き、大会10連覇を達成致しました。10月に開催される特
別国民体育大会燃ゆる感動かごしま国体への出場権を掛け、８月の第50回東北総合体育大会に山形県代表と
して出場致します。

　

一
つ
の
命
が
誕
生
す
る
ま
で
、
本
当
に

そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ
マ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

母
子
と
も
に
無
事
に
出
産
を
終
え
る
こ
と
、

そ
れ
は
神
秘
的
で
も
あ
る
と
い
え
ま
す
。

今
回
は
、
出
産
・
子
育
て
に
ま
つ
わ
る
心

情
や
生
活
の
し
や
す
さ
に
む
け
て
お
伝
え

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

出
産
を
無
事
に
終
え
赤
ち
ゃ
ん
と
の
生

活
が
始
ま
る
と
、
急
に
〝
親
〞
と
い
う
代

名
詞
が
加
わ
り
ま
す
。
出
産
後
す
ぐ
は
、

自
由
の
な
さ
、
絶
え
間
な
い
緊
張
感
、
睡

眠
時
間
の
減
少
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ

た
よ
う
な
疎
外
感
な
ど
、
大
き
な
環
境
の

変
化
に
戸
惑
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
第
二

子
以
降
で
あ
れ
ば
、
他
の
子
ど
も
の
世
話

も
あ
る
し
、
精
神
面
で
の
配
慮
に
奮
闘
す

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

や
る
べ
き
タ
ス
ク
は
盛
り
だ
く
さ
ん
、

さ
ら
に
、
出
産
を
終
え
た
母
体
の
心
身
は

大
き
く
変
化
し
ま
す
。
ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン

ス
の
乱
れ
で
様
々
な
不
調
が
生
じ
、
不
安

や
ス
ト
レ
ス
も
感
じ
や
す
く
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
親
と
し
て
の

役
目
も
あ
る
の
で
自
分
の
こ
と
は
後
回
し

に
、
無
理
を
し
て
で
も
日
々
の
生
活
を
こ

な
さ
ざ
る
を
え
な
い
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
周
り
の
方
は
、
お
母
さ

ん
が
そ
の
よ
う
な
状
態
に
な
り
や
す
い
と

頭
に
お
い
て
、
で
き
る
限
り
サ
ポ
ー
ト
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　　

ま
ず
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い
環
境
、

し
っ
か
り
と
休
息
を
と
る
こ
と
を
意
識
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。
人
と
の
交
流
や
社
会

と
の
繋
が
り
は
、
視
野
が
広
が
り
孤
独
感

や
不
安
感
の
減
少
に
役
立
つ
こ
と
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
煩
わ
し
い

な
と
感
じ
る
時
は
無
理
し
な
い
こ
と
も
大

事
な
こ
と
で
す
。

　

出
産
し
て
間
も
な
い
体
は
、〝
心
身
の

バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
や
す
い
こ
と
は
自
然
で

あ
る
〞
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
う
え

で
、
自
身
の
心
と
体
の
状
態
を
敏
感
に
感

じ
取
る
こ
と
、
自
分
の
中
の
ど
の
よ
う
な

感
情
も
認
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
半
が
や
が
て
落
ち
着
く
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
と
の
生
活
を
心
か
ら
楽

し
め
な
い
な
ど
の
心
の
状
態
が
長
く
続
く
、

睡
眠
や
食
事
が
と
れ
な
い
な
ど
日
常
生
活

に
影
響
が
あ
る
場
合
に
は
、
相
談
機
関
や

専
門
家
に
相
談
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

命
を
守
り
育
て
る
と
い
う
こ
と
は
、
人

と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
る
貴
重
な
体
験

だ
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
無
理
の

な
い
範
囲
で
家
族
み
ん
な
の
過
ご
し
や
す

さ
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
り

笑
顔
の
連
鎖
が
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

無
理
の
な
い
産
後
と
子
育
て
〜
笑
顔
の
連
鎖
を
目
指
し
て
〜

若
宮
病
院
　
検
査
科

公
認
心
理
師
／
臨
床
心
理
士
　
村
山
　
結

シリーズ 心 理 師公認

●
お
願
い
し
た
い
内
容
を
具
体
的
に

　
伝
え
る
。

●
休
む
時
間
帯
を
日
常
の
生
活
リ
ズ
ム

　
に
組
み
込
む
。

●
気
軽
に
相
談
で
き
る
人
や
場
所
な
ど

　
を
見
つ
け
る
。

無
理
の
な
い
育
児
に
む
け
た

工
夫
の
例

他
に
も

ど
ん
な
工
夫
が
あ
る
か

探
し
て
み
ま
し
ょ
う

令和５年５月27日㈯　山形県野球場
第39回山形県軟式野球クラス別選手権大会（Aクラス）
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地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る

よ
う
、
ま
た
正
し
い
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
知
識
を
知
っ
て
い
た
だ
く
為
に
も
、
地

域
の
各
種
団
体
よ
り
講
演
依
頼
が
あ
っ
た

際
は
当
法
人
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
21
日
㈬
に
は
佐
藤
病
院

が
あ
り
ま
す
南
陽
市
椚
塚
地
区
の
「
健
康

講
座
」
に
講
師
３
名
を
派
遣
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

作
業
療
法
士
に

よ
る
認
知
症
予
防

に
係
る
頭
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
、
認
知

症
認
定
看
護
師
に

よ
る
「
認
知
症
予

防
に
つ
い
て
」の

講
話
、
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
予

防
体
操
な
ど
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
当
法
人
で
の
取
組
や
、
認
知
症

予
防
に
対
す
る
知
識
を
伝
え
ら
れ
た
の
で

は
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

講
師
派
遣
の
ご
依
頼
の
際
は
ご
連
絡
を

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
山
形
県
の
マ
イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
参
加
し
て
お
り
、
活
動
の
一
環
と

し
て
花
壇
整
備
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
５
月
26
日
、
環
境
整
備
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
国
道
１
１
３
号
線
沿
い
の
Ｔ

字
路
に
あ
る
花
壇
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
、
職
員
が
交

代
で
手
入
れ
を
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化

の
一
助
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

診療情報 令和５年度

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

71.9

4

108.5

20

0

16

120.2

72.6

72.2

15

109.8

19

1

25

126.6

80.1

69.8

16

104.1

34

2

30

111.1

72.9

71.3

11.6

107.5

24.3

1.0

23.7

119.3

75.2

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

79.2

9

106

28

0

21

100.3

67.2

83.3

7

108.6

22

0

23

93.2

67.1

77.2

7

106.8

27

1

27

96.6

77.5

79.8

7.7

107.2

25.7

0.3

23.7

96.7

70.6

【若宮病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数113床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

96.4

15

101.7

24

1

30

115.2

65.3

99.5

14

102

28

0

26

115.9

64.8

92.5

9

102.5

25

2

20

121.4

65.8

96.1

12.7

102.0

25.7

1.0

25.3

117.5

65.3

表紙写真

花笑み（ゆり）

撮影／渡部俊一氏

　

当
法
人
理
事

長
佐
藤
忠
宏
が
、

令
和
５
年
春
の

叙
勲
に
際
し
、

長
き
に
渡
り
精

神
科
医
療
に
従

事
し
た
功
績
を

評
価
頂
き
、
保

健
衛
生
功
労
に

よ
り
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
章

致
し
ま
し
た
。

　

本
人
は
も
と

よ
り
、
公
徳
会

に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
慶
ば
し
く
、
職
員

一
同
、
こ
の
栄
え
あ
る
ご
受
章
を
心
よ
り

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
皆
さ
ま
か
ら
の
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
３
日
㈯
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

川
合
厚
子
が
、
山

形
市
医
師
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

「
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
タ
バコ
に
関
わ

る
連
携
・
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
」
と

題
し
た
論
文
を
評
価
頂
き
、
山
形
県
医
師

会
奨
励
賞
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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佐
藤
理
事
長

「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

健
康
講
座
講
師
派
遣

マ
イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー

植
栽
活
動

川
合
先
生

山
形
県
医
師
会
奨
励
賞

最
優
秀
賞

　

災
害
に
備
え
年
２
回
の
避
難
訓
練
（
６

月
・
10
月
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

水
害
を
想
定
し
た
初
動
対
応
訓
練
（
５

月
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
法
人
の
施

設
に
は
入
り
組
ん
だ
通
路
が
あ
る
た
め
、

患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
を
安
全
に
避
難

さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

水
害
に
関
し
て
は
、
当
法
人
の
施
設
が

あ
る
南
陽
市
椚
塚
地
区
で
は
、
市
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
浸
水
深
が
3.0

ｍ
〜
5.0
ｍ
未
満
の
区
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
年
、
梅
雨
時
や
台
風
時
の
大
雨
で
は
、

職
員
駐
車
場
が
浸
水
す
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
有
事
に
備
え

て
近
隣
に
住
ん
で
い
る
職
員
を
中
心
に
、

休
日
や
夜
間
の
対
応
と
し
て
初
動
対
応
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災害対策訓練

Pick Up!
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地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
生
活
出
来
る

よ
う
、
ま
た
正
し
い
医
療
・
介
護
・
福
祉

の
知
識
を
知
っ
て
い
た
だ
く
為
に
も
、
地

域
の
各
種
団
体
よ
り
講
演
依
頼
が
あ
っ
た

際
は
当
法
人
職
員
を
講
師
と
し
て
派
遣
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
21
日
㈬
に
は
佐
藤
病
院

が
あ
り
ま
す
南
陽
市
椚
塚
地
区
の
「
健
康

講
座
」
に
講
師
３
名
を
派
遣
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　

作
業
療
法
士
に

よ
る
認
知
症
予
防

に
係
る
頭
を
使
っ

た
ゲ
ー
ム
、
認
知

症
認
定
看
護
師
に

よ
る
「
認
知
症
予

防
に
つ
い
て
」の

講
話
、
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
認
知
症
予

防
体
操
な
ど
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
当
法
人
で
の
取
組
や
、
認
知
症

予
防
に
対
す
る
知
識
を
伝
え
ら
れ
た
の
で

は
と
思
って
お
り
ま
す
。

　

講
師
派
遣
の
ご
依
頼
の
際
は
ご
連
絡
を

頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

毎
年
山
形
県
の
マ
イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
ト

事
業
に
参
加
し
て
お
り
、
活
動
の
一
環
と

し
て
花
壇
整
備
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
５
月
26
日
、
環
境
整
備
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
国
道
１
１
３
号
線
沿
い
の
Ｔ

字
路
に
あ
る
花
壇
に
植
栽
を
行
い
ま
し
た
。

10
月
の
シ
ー
ズ
ン
終
了
ま
で
、
職
員
が
交

代
で
手
入
れ
を
行
い
、
地
域
の
環
境
美
化

の
一
助
に
な
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

診療情報 令和５年度

【佐藤病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

71.9

4

108.5

20

0

16

120.2

72.6

72.2

15

109.8

19

1

25

126.6

80.1

69.8

16

104.1

34

2

30

111.1

72.9

71.3

11.6

107.5

24.3

1.0

23.7

119.3

75.2

【米沢こころの病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数114床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

79.2

9

106

28

0

21

100.3

67.2

83.3

7

108.6

22

0

23

93.2

67.1

77.2

7

106.8

27

1

27

96.6

77.5

79.8

7.7

107.2

25.7

0.3

23.7

96.7

70.6

【若宮病院】
外来件数（一般外来）

入院者数【総ベッド数113床】

入院件数

（うち、措置・応急入院件数）

退院件数

平均在院日数

（うち、救急病棟平均在院日数）

1日平均

1日平均

月件数

月件数

月件数

４月 ５月 ６月 平均

（うち、時間外外来受診件数） 月件数

96.4

15

101.7

24

1

30

115.2

65.3

99.5

14

102

28

0

26

115.9

64.8

92.5

9

102.5

25

2

20

121.4

65.8

96.1

12.7

102.0

25.7

1.0

25.3

117.5

65.3

表紙写真

花笑み（ゆり）

撮影／渡部俊一氏

　

当
法
人
理
事

長
佐
藤
忠
宏
が
、

令
和
５
年
春
の

叙
勲
に
際
し
、

長
き
に
渡
り
精

神
科
医
療
に
従

事
し
た
功
績
を

評
価
頂
き
、
保

健
衛
生
功
労
に

よ
り
「
瑞
宝
双

光
章
」
を
受
章

致
し
ま
し
た
。

　

本
人
は
も
と

よ
り
、
公
徳
会

に
と
り
ま
し
て
も
誠
に
慶
ば
し
く
、
職
員

一
同
、
こ
の
栄
え
あ
る
ご
受
章
を
心
よ
り

喜
ん
で
お
り
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
て
皆
さ
ま
か
ら
の
こ
れ
ま
で

の
ご
支
援
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
ご
報
告
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

令
和
５
年
６
月
３
日
㈯
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル

ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長　

川
合
厚
子
が
、
山

形
市
医
師
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、

「
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め
に
タ
バコ
に
関
わ

る
連
携
・
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
を
」
と

題
し
た
論
文
を
評
価
頂
き
、
山
形
県
医
師

会
奨
励
賞
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

     

News Topix&

News

Topix
&

佐
藤
理
事
長

「
瑞
宝
双
光
章
」
を
受
章

健
康
講
座
講
師
派
遣

マ
イ
ロ
ー
ド
サ
ポ
ー
タ
ー

植
栽
活
動

川
合
先
生

山
形
県
医
師
会
奨
励
賞

最
優
秀
賞

　

災
害
に
備
え
年
２
回
の
避
難
訓
練
（
６

月
・
10
月
）
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

水
害
を
想
定
し
た
初
動
対
応
訓
練
（
５

月
）
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
法
人
の
施

設
に
は
入
り
組
ん
だ
通
路
が
あ
る
た
め
、

患
者
さ
ま
や
利
用
者
さ
ま
を
安
全
に
避
難

さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

水
害
に
関
し
て
は
、
当
法
人
の
施
設
が

あ
る
南
陽
市
椚
塚
地
区
で
は
、
市
の
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
、
浸
水
深
が
3.0

ｍ
〜
5.0
ｍ
未
満
の
区
域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
年
、
梅
雨
時
や
台
風
時
の
大
雨
で
は
、

職
員
駐
車
場
が
浸
水
す
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
有
事
に
備
え

て
近
隣
に
住
ん
で
い
る
職
員
を
中
心
に
、

休
日
や
夜
間
の
対
応
と
し
て
初
動
対
応
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

災害対策訓練

Pick Up!
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こちらまでご連絡ください。
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外来受付時間・担当医師予定 ７/１～

日月 火 水 木 金
薛　陸景 直長康子

澤村一司

中尾友宣
渡部　亮
岩本康夫

武吉健児 沼田由紀夫

岩本康夫 富田　裕

土
長谷川朝穂　当番医（毎週）

須山　聡（隔週）
（児童思春期）

【米沢駅前クリニック】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30
専門外来 予約制
午前9:00～11:30

日月 火 水 木 金
川合厚子（内科） 川合厚子（内科） 川合厚子（内科）

川合厚子（専門外来）

川合厚子（専門外来）
土

【トータルヘルスクリニック】
午前8:30～11:30
内科 予約制
午後2:30～4:00

日月 火 水 木 金
竹内幸宏　遠藤雅俊
垂水良介（隔週）

長谷川朝穂　中尾友宣
遠藤雅俊
竹内幸宏
富田　裕

長谷川朝穂　御供正明

中尾友宣　御供正明

富田　裕
遠藤雅俊
中尾友宣
荒井亜佐美

竹内幸宏　荒井亜佐美
文 鐘玉（第1・3・5週）　直長康子（第2・4週）

富田　裕
垂水良介（隔週） 長谷川朝穂

土
【米沢こころの病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

中尾友宣（もの忘れ） 長谷川朝穂（依存症）

成重竜一郎
（児童思春期） 相良雄一郎（睡眠）月１回竹内幸宏（ストレス）富田　裕（うつ）

遠藤雅俊
（不安症・パニック障害）

日月 火 水 木 金 土
佐藤忠宏　沼田由紀夫

直長康子 澤村一司　渡部　亮 武吉健児　直長康子 沼田由紀夫　文　鍾玉 澤村一司　渡部　亮

武吉健児 岩本康夫 薛　陸景 薛　陸景岩本康夫

武吉健児（ひきこもり）

沼田由紀夫（アルコール） 澤村一司（もの忘れ）

岩本康夫（依存症）

【佐藤病院】

午前8:30～11:30

午前
8:30～11:30
午後
2:00～4:00

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

齋藤卓弥（隔週）（児童思春期）
須山　聡（隔週）（児童思春期）
薛　陸景（不安・恐怖症）

澤村一司（ストレス）
渡部　亮（発達障害）

日月 火 水 木 金

阿部詔子　長澤浩樹 阿部　淳
日向正光
長澤浩樹
國井寿樹

田中　武
石井玄樹
岡村未央

日向正光
奥山有里子
阿部詔子

石井玄樹 阿部　淳（第1・3・5週）
長澤浩樹　國井寿樹 阿部詔子

成重竜一郎
（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

田中　武（依存症）
岡村未央（児童思春期）

岡村未央
（児童思春期）

日向正光（うつ）
成重竜一郎（児童思春期）

成重竜一郎
（児童思春期）

石井玄樹
（児童思春期)

阿部詔子（もの忘れ）
簡野宗明（児童思春期）
（第1・3週）

土
田中　武　
担当医（第1・3週）
國井寿樹（第2・4・5週）

【若宮病院】

午前8:30～11:30

午後1:30～4:30

予
約
制

専
門
外
来

午前
8:30～11:30
午後
1:30～4:30

奥山有里子　
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・愛のある医療
・良識に基づいた医療
・公正、公平な医療

・良質な医療の提供につとめます
・患者さま、利用者さま中心の医療を行います
・地域に立脚した医療を行います
・安全で安心と満足の得られる医療を提供します
・保健、医療、福祉の幅広い視点に立って健康を考えます

日本医療機能評価認定病院

佐 藤 病 院

佐藤病院
0238-40-3170㈹

若宮病院
023-643-8222㈹

米沢こころの病院
0238-27-0506㈹

※各施設担当医師については変更になる場合もありますのでご確認ください。
※診療及び、各種お手続等に関するご相談・お問い合わせは以下の各病院、医療福祉相談室で受付けいたします。
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03 シリーズDr ー 食欲・食事について
04 特集 ー 公徳会夏まつりのお知らせ
06 シリーズ健康 ー コグニサイズ
08 シリーズ公認心理師 ー無理のない産後と子育て
09 野球部活動報告
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